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令和 3（2021）年度 資源評価調査報告書 

種名 サワラ 対象水域 太平洋中南部 

担当機関名 
水産研究・教育機構 

水産資源研究所 水産

資源研究センター 
 協力機関名  

千葉県水産総合研究センター、東京都島

しょ農林水産総合センター、神奈川県水

産技術センター、静岡県水産・海洋技術

研究所、愛知県水産試験場、三重県水産

研究所、高知県水産試験場、宮崎県水産

試験場 

 
1．調査の概要 
・漁業・養殖業生産統計年報にはサワラ類として集計されている。サワラ類は太平洋中区

での漁獲が多く、近年は増加傾向である。 
・千葉県（1995〜2020年）、東京都（1949〜2020年）、神奈川県（2015〜2020年）、静岡県（2001

〜2020年）、愛知県（2001〜2020年）、三重県（2003〜2020年）、高知県（2010〜2020年）、

宮城県（2020年）でサワラまたはサワラ類の漁獲量が集計されている。 
・三重県では、漁獲量及び和具浦地区の一本釣りのCPUEにより、資源レベルと動向が評価

されている。 
・2019年より卵稚仔調査により卵の分布状況が調べられている。 
 
2．漁業の概要 
・千葉県での漁法は主に定置、まき網、曳縄などである。 
・東京都の漁獲量はサワラ類であり、水揚げの中心はカマスサワラである。 
・静岡県の漁獲量はサワラ類であり、魚種組成は不明である。 
・愛知県では、主に小型底びき網、刺網で漁獲されている。 
・三重県では、鳥羽市で概ね県全体の8割が漁獲されていて、一本釣り（主に曳き縄釣り）

と流し刺し網による漁獲がほぼ全てを占める。 
・高知県では、主に大型定置網で漁獲されている。 
 
3．生物学的特性 
(1）分布・回遊： 北海道南部以南の日本各地に分布している（中坊・土居内 2013）。東シ

ナ海系群、瀬戸内海系群、太平洋北部との関係は不明である（笹木ほか 2021）。 
（2）年齢・成長：東シナ海では寿命は6歳程度とされている（濱崎 1993）。瀬戸内海では、

寿命は6〜8歳で雌が長寿とされている（岸田ほか 1985）。1980年代に主に東シナ海中央

部および韓国沿岸域で漁獲されたサンプルを用いて解析した報告では、成長には雌雄差

があり、2歳以上において雌は雄に比べ成長が速い（濱崎 1993）。 
（3）成熟・産卵：瀬戸内海では満1歳で約半数が成熟し、満2歳でほぼすべての個体が成熟

する（竹森 2006）。東シナ海系群では雌雄ともに1歳魚の一部が成熟を開始し、2歳魚以

上では大部分が成熟する（田邉ほか 2021）。三重県では満1歳で雌雄ともに成熟するこ
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とが確認され、成熟魚は4–7月に出現している（笹木・岡田 2018）。 
（4）食性：生活史を通じて魚食生が非常に強い（Shoji et al. 1997）。発育初期にはカタクチ

イワシ等の稚魚を捕食し（Shoji et al. 1997）、成長するとカタクチイワシ、イカナゴ等魚

類を主食とする。 
 
4．資源状態  
・太平洋中区での漁獲量が増加傾向である。 
・三重県では、2018年の鳥羽磯部漁協における漁獲量から資源水準は「高位」であり、資

源動向は和具浦地区の一本釣りのCPUEから「減少」と判断している。 
・生息域を網羅した長期間の漁獲量情報がないことから、太平洋中南部全体の資源水準や

動向の推測は現状では困難である。 

 
5．資源回復などに関するコメント 
・重要な浮魚類として継続的なモニタリングが必要である。 
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図 1．太平洋中区・南区におけるサワラ類漁獲量（トン） 

 

 

図 2．千葉県（2001～2020 年）、神奈川県（2015～2020 年）、愛知県（2001～2020 年）、三

重県（2003～2020 年）、高知県（2010～2020 年）の主要港のサワラ漁獲量（トン） 
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2019 年サワラ卵 2020 年サワラ卵 

 

 

2021 年サワラ卵  
図 3．2019～2021 年の太平洋岸におけるサワラ卵の年別分布状況 

 

表 1．各県の漁獲量の年変化 

 
 


